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２０１７年度（２０１８年度向け）調整力公募の
進め方について

２０１７年７月２８日

調整力及び需給バランス評価等に関する委員会 事務局

第１８回調整力及び需給バランス
評価等に関する委員会 資料５
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出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf

（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り①



3（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り②

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



4（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り③

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



5（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り④

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



6（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り⑤

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



7（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り⑥

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



8（参考）２０１６年度の調整力公募の振り返り⑦

出所）平成２９年度調整力の公募にかかる必要量等の考え方について
http://www.occto.or.jp/houkokusho/2016/files/20161018_chousei_hitsuyoryo_kentoukekka.pdf



9２０１６年度の電源Ⅰ必要量試算における課題について

 各変動量をどのように組み合わせて算定するか

⇒ 電源Ⅰ必要量は、「時間内変動＋３σ相当値」「予測誤差＋２σ相当値」「電源脱落（直後）」に対応する
分を加算して算出する。

【課題】

 小売電気事業者の需要予測誤差の平均値からの偏差が今後解消していくのかどうかの判断が難し
い … 課題１

 時間内変動および予測誤差を算出するための実績データが2016年4月～8月分のみであり、算定結
果の妥当性の判断が難しい。

 冬季ピークのエリアもあるなかで、冬季の実績が分析できていない … 課題２

 年度毎の違いを考慮できていない … 課題３

 どの時間帯の変動量を用いて必要調整力のエリア内確保分を算定するか

⇒ 残余需要がピークを下回っている時間帯では電源Ⅱの余力に期待できるとの前提※１で、残余需要ピー
ク帯※２の変動量をもとに電源Ⅰ必要量を決める。

※１ 電源Ⅱの余力への期待について問題が認められるときは、一般送配電事業者等から状況を聴き取り、速やかに対応を検討する

※２ 電源Ⅱが小売電気事業者に最大限活用され、電源Ⅱからは上げ調整力が得られない可能性が一番高いと考えられる時間帯

【課題】

 昨年度時点では電源Ⅱの余力に期待できない時間帯についての分析ができないため、どのように
算定するのが適当であるかの判断は難しい … 課題４



10検討スケジュールについて

検討項目
第19回委員会

（8/9）
第20回委員会

（8/25）
第21回委員会

（9/8）

【課題１】
需要予測誤差の平均値からの偏差分析

【課題２】
冬季の分析（２０１６年度）

【課題３】
年度毎の違いの比較・分析
（２０１６年度・２０１７年度 ４月～６月分）

【課題４】
残余需要と変動量の関係分析
（電源Ⅱ余力に期待できない時間帯の分析）

電源Ⅰ・Ⅰ´の必要量の分析・検討

２０１８年度の調整力必要量等（案）について

 蓄積した実績データを用いて、昨年度の課題を踏まえた電源Ⅰの必要量の検討・試算を行う。


